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■中部縦貫道路の新構想ルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12 中部縦貫道路の新構想ルート 

 

  

②アクセス道路 

③ 中部縦貫道路の 

新構想ルート 
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第Ⅱ章 主要幹線道路及び広域緑地の整備の方向性並びに都市機能のあり方の検討 

（８）周辺市街地における道路体系の整理 

中部縦貫道路の新構想ルート及び周辺都市計画道路を踏まえ、普天間既成市街地及び普天間

飛行場、西普天間住宅地区等の周辺市街地をつなぐ道路網イメージを作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-13 周辺市街地の道路網イメージ 
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第Ⅱ章 主要幹線道路及び広域緑地の整備の方向性並びに都市機能のあり方の検討 

２．広域緑地の整備の方向性検討 

（１）検討フロー 

ここでは、当地区の広域緑地整備の方向性として、緑に関わる現状の整理や既存資料の整理と

いった基礎的な情報整理を行ったうえで、水と緑に関わる要素の状況を分析し、エリアの設定や

コンセプトの設定、緑地整備の考え方の検討を行った。 

このとき、検討フローは以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-14 広域緑地整備の方向性検討フロー 

 

 

 

 

 

緑に関わる現状の整理 

【p33（２）で記載】 

既存資料の整理 

【p37（３）で記載】 

水と緑に関わる要素の状況【p39（４）で記載】 

 

全体コンセプト設定【p51（６）で記載】 

 

緑地整備を行う上でのエリア設定【p48（５）で記載】 

 

緑地整備の考え方【p53（７）で記載】 

 

提案のまとめ 

【p73（８）で記載】 

西普天間住宅地区の緑地整備 

【p114 Ⅳ章５．で記載】 
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第Ⅱ章 主要幹線道路及び広域緑地の整備の方向性並びに都市機能のあり方の検討 

（２）緑に関わる現状の整理 

１）広域の水と緑の構造 

当地区の緑に関わる既往の調査では、駐留軍用地跡地及び周辺緑地の体系が整理され、以下に

示すとおり、「保全する緑」、「既存の公園・緑地等」、および「創出又は再生する緑」の３つに分

類されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-15 駐留軍用地跡地及び周辺緑地の体系  

出典： 
中南部都市圏駐留軍用
地跡地の緑地保全及び
緑化方策の検討調査 
報告書 
平成 23年 3月 
沖縄県 

植生自然度 7以上 

の植生分布地 

その他、河川沿い・

湧水周辺等 

既存の公園・緑地等 

上記以外 

自然環境の保全を

目的とするもの 

傾斜地、河川沿い、

文化財周辺等 

保全する緑 

創出又は再生する緑 

既存の公園・緑地等 

①現存する緑の保全 

②住民に身近な緑の計画 

③地形・水系を踏まえた 
連続する緑 
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また、広域構想（「中南部都市圏駐留軍用地跡地の広域構想策定調査報告書（平成 23 年 3

月 中南部都市圏広域構想策定調査協働企業体）」））や、中間とりまとめ（「全体計画の中間

とりまとめ（平成 25 年 3 月 沖縄県・宜野湾市）」）で示されている緑地の構造を読み取り

以下のように図化した。 

南北方向の斜面緑地の軸や並松街道の軸、東西方向のプロムナード軸や公園緑地の軸、更

には普天間飛行場を取り囲むような水（普天間川、比屋良川）の軸などが整理できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-16 駐留軍用地跡地及び周辺緑地の構造 

 

 

 

 

 

  

※「広域構想」「中間とりまとめ」の成果から読み取り 
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第Ⅱ章 主要幹線道路及び広域緑地の整備の方向性並びに都市機能のあり方の検討 

２）キャンプ瑞慶覧返還予定地及び周辺の緑地 

当地区及び周辺の緑地について現地調査を行い、状況を検証した。 

このとき、検証の観点は以下のとおり。 

①対象地を取り囲む豊かな自然の緑 

●東西・南北に対象地域を囲むように丘陵地に広がる自然空間 

・普天間地域などの周辺から続く斜面緑地を活かした緑化を行うことで、緑豊かなゾーン

形成が可能となる。 

②生物多様性のある自然空間 

●貴重な動物の生息地 

・豊かな自然環境を保存することによって、普天満宮洞穴のオキナワコキクガシラコウモ

リといった貴重な動物などの保全や生物多様性を確保することが可能となる。 

③豊かな自然が生み出す良好な景観 

●緩やかな斜面により生み出される海への眺めと斜面緑地への眺め 

・良好な景観を阻害するような高い建築物を避けることで、海への眺め、斜面緑地への眺

めを確保することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-17 キャンプ瑞慶覧返還予定地及び周辺の緑地の状況＜１＞ 

 

キャンプ桑江タンクファーム 

貯油施設の周囲に緑が豊富 

 
ア 

 
イ 

対象地域を囲むように広がる 

丘陵地の豊かな自然（写真奥） 

 

南北の緑は東海岸からも豊かな緑を

呈している。（329号からの眺め） 

 

キャンプ瑞慶覧の周辺を囲むように広

がる斜面緑地。西普天間住宅地内も植栽

が整備され緑が豊か。 

写真奥には西海岸を眺めることもでき

る。 

 
ウ 

 
エ 

普天満宮洞穴に存在する絶滅

危惧種であるオキナワコキク

ガシラコウモリ 

（写真：宜野湾市ＨＰより） 

 

 オ 

非常に豊かな緑が河川周辺に存在

している。（石平橋からの眺め） 
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④自然豊かな歴史的な資源 

●北谷グスクの緑  

・丘陵地に樹木が茂る空間が、歴史的な資源である北谷城周辺にも存在している。 

●普天満宮・普天満宮洞穴  

・普天間宮は、琉球八社の一つで地元では普天満神宮と呼ばれている。普天満洞穴は貴重

な動物の生息地でもあり、緑を連続することで生物多様性にも寄与できる。 

⑤河川や道路などの連続する緑化空間 

●対象地域を取り囲む道路における豊富な沿道植栽と、対象地域を流れる自然豊かな河川 

・河川空間の緑や周囲道路の沿道植栽など身近な緑が豊かで、連続した空間を形成してい

る。これ保全することで周辺の豊かな緑を繋ぐことが可能となる。 

⑥レクリエーション機能の伴った水と緑の空間 

●西海岸地域と連続する海岸リゾート  

・複数連続して近接する沿岸部のリゾート施設を活用することで、レジャーも楽しめる水

と緑の空間が形成される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2-18 キャンプ瑞慶覧返還予定地及び周辺の緑地の状況＜２＞ 

  

サンセットビーチ(㋐)及びアラハビーチ(㋑)：対

象地に隣接する水と緑に親しめる開放的な空間 

 

 
ア 

 
イ 

キャンプ瑞慶覧周辺の道路は植

栽が整備され緑が豊富 

 

 
ウ  エ 

周辺の道路は植栽が整備され緑が豊富。重

要文化財（喜友名泉）も存在。 

キャンプ瑞慶覧内を流れる河

川。水と緑が身近な空間となっ

ている。 

 

普天満宮洞穴：オキナワコキクガシラコウ

モリといった貴重な動物の生息地となっ

ている。（写真：宜野湾市ＨＰより） 

 

 
ク  

カ 
 
キ 

北谷グスク（城跡）：丘陵地に樹木

が茂る中に古の祭祀場等があり、

緑と歴史に親しめる空間 

 

 
オ 
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（３）既存資料の整理 

当地区の広域緑地整備の方向性を提案するにあたって、過去に行われている調査報告書の整理

を行った。 

１）「中南部都市圏駐留軍用地跡地の緑地保全及び緑化方策の検討調査報告書（平成23年３

月沖縄県）」によって示されるキャンプ瑞慶覧における「緑地保全及び緑化の視点」の

考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2-19 キャンプ瑞慶覧における「緑地保全及び緑化の視点」の考え方＜１＞ 

○駐留軍用地跡地の緑地が担うべき役割 

①琉球石灰台地を面的（含む立体構造）な緑として捉える 

②水循環に大きな役割を有している琉球石灰岩台地の保水機能の確保 

③琉球石灰岩台地での特色ある自然の保全と活用 

④固有の自然環境と一体となった生物多様性ネットワーク拠点の形成 

⑤広域防災拠点等の大規模公園の確保 

⑥宅地内緑化やオープンスペースの確保 

○緑地保全及び緑化の視点 
①都市景観施策の観点 

②地球温暖化対策の観点 

③生物多様性の観点 

○対応方向 
・駐留軍用地に現存する緑は数少ない貴重な緑 

・保全に十分配慮 

・地表と地下の立体的な保全と活用 

 

広域防災拠点となる大規模公園

大規模公園

公園の位置・規模は今後の検討による。

広域防災拠点となる大規模公園

大規模公園

公園の位置・規模は今後の検討による。
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